
2022 年９月２５日 聖日礼拝 
インターネットの礼拝映像配信は９時より。11 時からは録画を視聴できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■聖歌２８「わかくさのまきばより」（１、３節） 
①わかくさの まきばより 花さく 森より 

うるわしき つくりぬし われ 歌いまつらん  
 
③わが うれい 主は変えて 歌としたまいぬ  

世をこぞり 主に帰(き)せよ すべての さかえを 
 
■「主はぶどうの木」 （※→★→※の順で歌う） 
※主はぶどうの木 わたしは枝です いつも離れずに 

主はぶどうの木 わたしは枝です 豊かな実を結ぶ 
 
★みことばに留まり 愛に生きるなら 

この世は知るでしょう 主の救いと 癒し 
 
■主の祈り  天にましますわれらの父よ。ねがわくは 御名

み な

をあがめさ
せたまえ。御国

み く に

をきたらせたまえ。御心
みこころ

の天になるごとく、地にもなさせ
たまえ。われらの日用

にちよう

の糧
かて

を今日もあたえたまえ。われらに罪をおかすも
のを われらが 赦すごとく、われらの罪をも赦したまえ。われらを こ
ころみにあわせず 悪より救いいだしたまえ。国と力と栄えとは かぎり
なく なんじのものなればなり。アーメン 
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■交読 詩篇５７篇１～５節 
１ 私をあわれんでください。神よ。 

私をあわれんでください。 
私のたましいは あなたに身を避けていますから。 
私は 滅びが過ぎ去るまで 
御翼（みつばさ）の陰に身を避けます。 

２ 私は いと高き方 神を呼び求めます。 
私のために すべてを成し遂げてくださる神を。 

３ 神は 天から助けを送って 私を救い 
私を踏みつける者どもを辱（はずかし）められます。 
神は 恵みとまことを送ってくださいます。 

４ 私のたましいは 獅子（しし）たちの間で 
人の子らを貪（むさぼ）り食う者の間で 横たわっています。 
彼らの歯は槍（やり）と矢 彼らの舌は鋭い剣（つるぎ）です。 

５ 神よ あなたが天で 
あなたの栄光が 全世界であがめられますように。 

 
 
■使徒信条  われは天地のつくりぬし、全能の父なる神を信ず。われは
そのひとりご、われらの主、イエス・キリストを信ず。主は聖霊によりて
やどり、おとめマリヤよりうまれ、ポンテオ・ピラトのもとにくるしみを
うけ、十字架につけられ、死にてほうむられ、よみにくだり、三日目に  
死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父なる神の右に座したま
えり。かしこよりきたりて 生けるものと死にたるものとを さばきたま
わん。われは聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒のまじわり、罪のゆる
し、からだのよみがえり、とこしえのいのちを信ず。アーメン 
 
 
■聖書朗読 出エジプト記１３章２１～２２節、１４章８～２０節 
１３：２１～２２ 
13:21 主は、昼は、途上の彼らを導くため雲の柱の中に、また夜は、彼ら

を照らすため火の柱の中にいて、彼らの前を進まれた。彼らが昼も夜も
進んで行くためであった。 

22 昼はこの雲の柱が、夜はこの火の柱が、民の前から離れることはなか
った。 



１４：８～２０ 
14:8 主がエジプトの王ファラオの心を頑なにされたので、ファラオはイ

スラエルの子らを追跡した。一方、イスラエルの子らは臆することなく
出て行った。 

９ エジプト人は彼らを追った。ファラオの戦車の馬も、騎兵も軍勢もこ
とごとく、バアル・ツェフォンの前にあるピ・ハヒロテで、海辺に宿営
している彼らに追いついた。 

10 ファラオは間近に迫っていた。イスラエルの子らは目を上げた。する
と、なんと、エジプト人が彼らのうしろに迫っているではないか。イス
ラエルの子らは大いに恐れて、主に向かって叫んだ。 

11 そしてモーセに言った。「エジプトに墓がないからといって、荒野で死
なせるために、あなたはわれわれを連れて来たのか。われわれをエジプ
トから連れ出したりして、いったい何ということをしてくれたのだ。 

12 エジプトであなたに『われわれのことにはかまわないで、エジプトに
仕えさせてくれ』と言ったではないか。実際、この荒野で死ぬよりは、
エジプトに仕えるほうがよかったのだ。」 

13 モーセは民に言った。「恐れてはならない。しっかり立って、今日あな
たがたのために行われる主の救いを見なさい。あなたがたは、今日見て
いるエジプト人をもはや永久に見ることはない。 

14 主があなたがたのために戦われるのだ。あなたがたは、ただ黙ってい
なさい。」 

15 主はモーセに言われた。「なぜ、あなたはわたしに向かって叫ぶのか。
イスラエルの子らに、前進するように言え。 

16 あなたは、あなたの杖を上げ、あなたの手を海の上に伸ばし、海を分
けなさい。そうすれば、イスラエルの子らは海の真ん中の乾いた地面を
行くことができる。 

17 見よ、このわたしがエジプト人の心を頑なにする。彼らは後から入っ
て来る。わたしはファラオとその全軍勢、戦車と騎兵によって、わたし
の栄光を現す。 

18 ファラオとその戦車とその騎兵によって、わたしが栄光を現すとき、
エジプトは、わたしが主であることを知る。」 

19 イスラエルの陣営の前を進んでいた神の使いは、移動して彼らのうし
ろを進んだ。それで、雲の柱は彼らの前から移動して彼らのうしろに立
ち、 

20 エジプトの陣営とイスラエルの陣営の間に入った。それは真っ暗な雲
であった。それは夜を迷い込ませ、一晩中、一方の陣営がもう一方に近
づくことはなかった。 

 



■聖歌５２３「この世の旅路に」（１、３節） 
①この世の旅路に   君は わが身を 導き助くる   強き友なり  
 
※しとうイェスよ   しとうイェスよ 近く ましたまえ 常に わが身と 
 
③死かげの谷にも 荒るる海にも 共に ましまさば つゆも恐れじ 
 
 
■頌栄 聖歌３７６「父 御子 御霊の」 
 父・御子・みたまの おおみかみに とこしえかわらず 

御栄えあれ 御栄えあれ アーメン 
 
 
 
 
 
 
【自宅での礼拝の手引き】  

・招詞   招詞を読みます 
・賛美   歌います 
・主の祈り 主の祈りを祈ります 
・交読   交読箇所を読みます 
・礼拝祈祷 次の言葉を祈りましょう 

「天の父なる神様。今、あなたの御前で礼拝をささげられ
ることを感謝します。兄弟姉妹と場所は異なりますが、心
を一つにして礼拝をささげます。主の臨在を、今、ここに
現してください。私たちの救い主、イエス・キリストの御
名によって祈ります。アーメン」 

・使徒信条 使徒信条を告白します 
・聖書朗読 聖書朗読箇所を読みます 
・説教   聖書朗読箇所を思い巡らしましょう 
・賛美   歌います 
・献金   主から受けたものの中で私がささげられるものや分かち

合えるものは何か思い巡らしましょう。それをささげな
がら歩めるように主の助けを祈りましょう。 

・頌栄   頌栄をささげます 
・祝祷   心の中で祝祷を読み、最後に「アーメン」と告白しましょう 

「願わくば 主イエス・キリストの恵み 父なる神の愛 
聖霊の親しい交わりが教会員一同の上に とこしえにあ
りますように アーメン」 


